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要 旨
当院回復期リハビリテーション病棟では， 年 月から 日体制を開始した．これにともなって，我々
が必要とするチーム医療の推進・治療の質の向上及び均一化・多職種間の情報共有等を実現できるクリニカル
パスを作製することになった． ヶ月間に及ぶ定期的なクリニカルパス検討委員会の開催と頻回の手直しが実












































































































方法は， 年 月 日 年 月 日までに




平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第 巻






































人工骨頭置換術 名，その他 名であり， 名は保
存療法であった．平均在院日数は 日であ
り，平均在棟日数は 日であった．転帰先









































早期の 自立を目的として， 年 月からは
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表 つのクリニカルパスの比較
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